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ンジはTBZも併補していた。2）規制伯を越えたものは，  

DPのオレンジ1検体のみであった。3川方徴別の果肉へ  

の浸透は，ないと考えられる。本調奄を進めるにあたり，  

御協力をいただいた衛生指導課の方々に深謝いたしま  

す。  

1978年7月から1980年8月の3年間，県内のかんきつ  

頬及びバナナについてDP，OPP，TBZの残留調査を行  

なった。分析方法は，DP，OPPについては厚生省通達昭  

′－ 和53年9月28日什環針ヒ第44号，TBZは食品化学特殊講  
習会に於ける原田らの方法に準じて行なった。結果は1）  

かんきつ類はDP，OPPを併用しているt，のが多く，オレ  

表1．試 料 の 内 訳  

1978年6月   1979年2月   1979年9月   1980年8月   

レ  モ  ン   lカートン   1カートン   2検体   5検体   

オ    レ   ン  1カートン   1カートン   2検体   4検体   

グ レ ー プ フ ル 【、ソ   1カートン   1カートン   3検体   6検体   

ハ  ナ  ナ  2検体  

表2． かんきつ芙貞及びバナナの全果のDP，OPP，TBZ含有量範囲  

（単位：ppm）  

DP   検出率   0‡）P   検出率   T．B．Z  検出率   

レ  モ  ン（9）  4．2～20．8   9／9   0．2～4．2   9／9   ND～（）．4   4／7＊   

オ  レ  ン  ジ（8）  3．1～78．5  8／8   0．1～2．3   8／8   0．1－3．2   6／7＊   

グレープ0フルーツ（11）  ND～53．5  10／11   ND－2．9   7／11   ND－1．3  1／10＊   

バ  ナ  ナ（2）  ND   0   

注1）＊T．B．Zグ）検査は，1978年6Hの検体につし、ては，行なってし、ない。  
注2）検出率二検出検体数／検体数  

去3．果皮及び果肉におけるDP，OPP及びTBZc7）含有量  

（単位：ppnl）  

DP  OPP  T．B．Z  

果 皮   果肉   果 皮  果肉   果 皮   果肉   

レ  モ  ン  5．4－51．9   ND   0．6－9．1   ND   ND～1．5   ND   

グ レ ー プ フ ル ー ツ  0．8－182．1   ND   ND～11．2   ND   ND～5．7   ND   

オ    レ  ン  ジ  1〔し7～188．2  ND   0．36～13．8   ND   2．7－7．8   ND   

ハ  ナ  ナ  ND   ＼い   
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表4．カートン中におけるクラフト紙の位置及び，DPの含有量  

（単位二ppm）  

レ  モ ン   グレープフルーツ   オ レ ン ジ   

上   段   14．4±1．0   53．5±1．5   45．1±6．0   
＊  ＊－  

中  段  15．1±2．0   25．3±6，7  53．0±7．n  
＊  ＊  ＊   

下   段  15．2±0．2  36．1±2．9   33．1±3．0   

注1）検体は，1979年2月採取のものについて行なった。  
柱2）DPを湿潤させたクラフト紙の位置は表の＊でホLた。  
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